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１．はじめに
✦平成30年学習指導要領により「地理総合」「地理探究」が公示 
✦思考力、判断力、表現力等を身に付けさせることは、「１　目
標」の(2)に挙げられるように、授業過程において今後ますます
重要になってくる 
✦特に考査や入試などの評価問題は、授業者及び学習者にとって
学びの方向付けとなる点で大きな役割を持つ 
✦平成29年11月に実施（独立行政法人大学入試センター）された
大学入学共通テスト導入に向けた試行調査（プレテスト）を分析

２．問題分析の方法
（１）仮の大分類について 
✦結果速報によると，「主に問いたい資質・能力」のうち，「思考
力・判断力・表現力」がＡ～Ｇの７つに分類される． 
✦我々はこれを思考力，判断力，表現力の三つとする仮の大分類を
設け，その出題数をカウントした． Ａ

Ｂ



（１）「考察することができる」を語尾とする設問（思考力／考察） 
Ａ 事象について位置や分布などからとらえ考察することができる。４問 Location 
and Distribution 
Ｂ 事象が生起している場所の特徴をとらえ考察することができる。５問 Place 
Ｃ 地理的事象について人間や社会と自然環境との相互依存関係などの関わりをとらえ
考察することができる。６問 People-Environment Relationships 
Ｄ 地域的特色について多面的・多角的に考察することができる。２問 Region 
Ｅ 地理的事象について空間的相互依存作用など地域間の様々な関係をとらえ考察する
ことができる。３問 Spatial Interaction
（２）「構想することができる」を語尾とする設問（判断力／構想（選択・判断）） 
Ｆ 地理的な課題について多面的・多角的に考察し、解決策を合理的に構想（選択・判
断）することができる。１問
（３）「まとめることができる」を語尾とする設問（表現力／説明） 
Ｇ 地理的事象を多面的・多角的に考察した過程や結果を、理由や根拠に基づいてまと
めることができる。３問

責任ある
基礎



責任ある

人間と自然環境との相互依存関係　→　人間と自然環境との関係

学習指導要領解説

現代的課題



空間的相互依存作用　→　空間的相互作用

学習指導要領解説

（２）考察活動の具体性の検討 

✦「考察することができる」（思考力）を語尾とする設問の資質・
能力は、文節の前半が中心的概念に沿って５種に分類された。 
✦その内容を検討すると、考察活動の具体性が発見できる。受検
者が解答するに当たり、具体的にどのような考察活動を必要とし
たか、検討した。 
✦具体的な考察活動の内容や，「考察」に代わる活動を用い，「考
察することができる」という表現を用いない形で，言葉の変換を
試みた．



考察活動に具体性をもたせるために 
CLIL（内容言語統合型学習）におけるCheck Listを活用

identifying cause and effect（物事の原因と結果を理解する） 
imaging（心的イメージ） 
linking（関係を見つける） 
observing（誰が何をするのか観察する） 
predicting（何が起こるのか予測する） 
reconciling（対立する物事をまとめる） 
roleplaying（相手になって考えて行動する） 
separating（物事を分解して要素を理解する） 
selecting（好みに応じて必要な選択をする） 
triggering（別のことを始めるきっかけを作る） 
utilizing（物事がどういう状態でどう使われてきたか考える） 

verifying（情報がどう受け入れられるようになった検証する）

appreciating（他者・自己理解） 
assigning（項目の割り当て） 
associating（関連） 
classifying（カテゴリー化） 
combining（項目を一つにまとめる） 
committing（責任を理解し受け入れる） 
comparing（類似と相違） 
condensing（テクストの重要点の抽出） 
converting（項目や情報の特徴を変える） 
defining（重要な特質や特徴を決める） 
describing（項目や情報の特徴を報告する） 
designating（物事に名称や機能などを割り当てる） 
extending（考えをさらに先に進める）

Ａ「事象について位置や分布などからとらえ考察することができる」
の設問について



STEP1 設問を受検者にとっての問いに置き換える 
問い「熱帯収束帯は、その他の熱帯地域や周辺地域の気候に 
　　　どのような影響を与えているか？」 
①原因：熱帯収束帯が不活発であるための異常少雨 
　影響：サヘルの旱魃 
②原因：貿易風が不活発であるための寒流弱体化 
　影響：エルニーニョ現象による水温上昇（②が正解） 
③原因：熱帯収束帯の降雨と亜熱帯高圧帯の乾燥 
　影響：サバナの雨季と乾季 
④原因：熱帯低気圧の発生・形成と組織化 
　影響：温帯域の熱帯低気圧

STEP2 問いから、どのような思考力が必要とされたかを検討する 

＞原因となる熱帯収束帯の働きから 
　赤道周辺地域（熱帯地域と周辺地域）に与える影響 
　を考えることができる 
STEP3 具体的に求められる思考力を検討する 
主題図を基に,熱帯収束帯が熱帯地域，周辺地域に与える影響について考察する。
＞ア　事象について原因と影響の関連性を特定できる 
　　　（identifying cause and effect）



RESULT　Ａ　→　ア　（２例） 

解答番号２ 
主に問いたい資質・能力 
Ａ「事象について位置や分布などからとらえ考察することができる」 

中村・蒼下の分類 
「ア　事象について原因と影響の関連性を特定できる」 
　　　（identifying cause and effect）

C「地理的事象について人間や社会と自然環境との相互依存関係な
どの関わりをとらえ考察することができる」の設問について
問３　図２中のカードBを調べ
た班は，世界の地域別に統計
資料を用いて，グラフを作成
し分析した．次の図４は，国
土面積に占める農地の割合と
耕地1ha当たりの肥料の消費量
を示したものであり，①～④
は，アジア，アフリカ，オセア
ニア，ヨーロッパのいずれかで
ある．アジアに該当するもの
を，図４中の①～④のうちか
ら一つ選べ．　９　

アジア

アフリカ

オセアニア
ヨーロッパ

集約的

粗放的 農地が多い森林が多い



STEP1 設問を受検者にとっての問いに置き換える 
問い「主な作物はどのように作られているか？」 
①原因：アジア式の集約的稲作・畑作農業 
　影響：小規模経営で，労働力や肥料の投下量が多い農業 
　位置：アジア（と特定する） 
②原因：ヨーロッパ起源の集約的な商業的農業 
　影響：一定の規模があり，シベリアにタイガが広がり森林面積割合が大きい 
　位置：ヨーロッパ（と特定する） 
③原因：粗放的な企業的農業 
　影響：牧場・牧草地が広く農地面積割合が大きい．一定の肥料消費量がある 
　位置：オセアニア（と特定する） 
④原因：自給的農業やプランテーション農業 
　影響：肥料の投下量が少ない農業 
　位置：アフリカ（と特定する）

STEP2 問いから、どのような思考力が必要とされたかを検討する 

＞世界の地域別に行われている農業に関する知識を踏まえて，投下 
　される肥料の違いや国土面積に占める農地の割合を考え，その位 
　置を特定することができる 

STEP3 具体的に求められる思考力を検討する 
散布図から情報を読み取り,農地面積と肥料の消費量の関係から，世界の地域別特徴をとらえる。

＞ア　事象について原因と影響の関連性を特定できる 
　　　（identifying cause and effect）



RESULT　C　→　ア　（６例） 

解答番号９ 
主に問いたい資質・能力 
「C　地理的事象について人間や社会と自然環境との相互依存関係 
　　　などの関わりをとらえ考察することができる」 

中村・蒼下の分類 
「ア　事象について原因と影響の関連性を特定できる」 
　　　（identifying cause and effect）

Ｂ「事象が生起している場所の特徴をとらえ考察することができる」
の設問について
問４　写真１のカ～クは，開発のすす
むいくつかの都市の景観を撮影したも
のであり，文章は，各都市についての
説明である．文章中の下線部ａ～ｃに
ついて，正誤の組合せとして正しいも
のを，下の①～⑧のうちから一つ選
べ．　16　



STEP1 設問を受検者にとっての問いに置き換える 
問い「景観写真から判断すると、各都市はどのような状況であると考 
　　　えられるか？」 
ａ　カはリオデジャネイロ 
　　傾斜地にファベーラと呼ばれるスラムがみられる 

ｂ　キはシャンハイ 
　　沿岸部に，商業・金融の中心地が発達する 

ｃ　クはドバイ 
　　オイルマネーを背景にした都市建設が進む 

STEP2 問いから、どのような思考力が必要とされたかを検討する 

＞景観写真を踏まえて、各都市について場所の特徴を捉えることが 
　できる 

STEP3 具体的に求められる思考力を検討する 
景観写真を読み取り,各都市の特徴をとらえ,景観が形成された要因について考察する。
＞イ　事象についての重要な特質を定義付けることができる 
　　（defining）



RESULT　B　→　イ　（５例） 

解答番号16 
主に問いたい資質・能力 
「Ｂ　事象が生起している場所の特徴をとらえ考察することができ
る」 

中村・蒼下の分類 
「イ　事象についての重要な特質を定義付けることができる」 
　　　（defining）

Ｄ「地域的特色について多面的・多角的に考察することができる」
の設問について
問４　図２中のカードＣを調
べた班は，小麦，米，トウモ
ロコシ，大豆の世界全体の生
産量と輸出量を調べた結果を，
表２にまとめて話し合った．
そのとき用いられた図５は，
大豆の輸入上位５か国の輸入
量とその世界全体に占める割
合を示している．会話文中の
空欄カとキに当てはまる語句
の正しい組合せを，①～④の
うちから一つ選べ．　10　



STEP1 設問を受検者にとっての問いに置き換える 
問い「主な作物は，どのように流通しているだろうか？」 

カ 
米は輸出量が少ない 
米は生産量に占める輸出量 
の割合が小さい 
　→自給的作物 

キ 
中国での大豆需要が高まる 
食料用・飼料用の需要増加　 

＊大豆の用途についての解答は「飼料用」となっているが，実際には搾油による食用油，搾り粕が飼料
原料に使用されている。搾油による食用油の需要が増大し「食料用」として使用されているため，解答
を「飼料用」のみとすることには疑問が残る。



STEP2 問いから、どのような思考力が必要とされたかを検討する 

＞四大穀物がどのような目的のために生産されているかを，生産量 
　と輸出量の統計から傾向性を推定する。また，大豆の輸入量が急 
　増した中国に着目して，中国における大豆の用途を推定する。 

STEP3 具体的に求められる思考力を検討する 
統計表とグラフから読み取った情報を基に,米と大豆の流通の特徴についてとらえ,その用途の変化
について考察する。
＞

analyzing and separating a phenomenon

RESULT　Ｄ　→　ウ　（１例） 

解答番号10 
主に問いたい資質・能力 
Ｄ「地域的特色について多面的・多角的に考察することができる」 

中村・蒼下の分類 
「 	

analyzing and separating a phenomenon



Ｅ「地理的事象について空間的相互依存作用など地域間の様々な関
係をとらえ考察することができる」の設問について
問５　ユウさんは，EUへの拠出
金の分担をめぐって，加盟国間で
議論が交わされていることを知っ
た．各加盟国のEUへの拠出金額
と１人当たりGNI（国民総所得）
との関係を調べるために，ユウさ
んは次の図４を作成した．下の
カ～クの文は，図４中に示した
Ｐ～Ｒの国家群について説明した
ものである．Ｐ～Ｒとカ～クの文
との正しい組合せを，下の①～⑥
のうちから一つ選べ．　23　

STEP1 設問を受検者にとっての問いに置き換える 
問い「EUへの拠出金額の違いと，経済成長の度合いの関係はどのよ
うなものか？」 

P　ク（スウェーデン， 
　　　 デンマークなど） 

Q　カ（フランス，イタリアなど） 

R　キ（ハンガリー，スロベニアなど）



STEP2 問いから、どのような思考力が必要とされたかを検討する 

＞EUを便宜的に３つ程度のグループに分類した上で，経済成長の度 
　合い，同時に，一定の経済的豊かさを持つ国（先進国）において 
　は人口規模の違いを比較し，EUへの拠出金額に違いが出ること 
　を判断する。 

STEP3 具体的に求められる思考力を検討する 
散布図からＥＵへの拠出金額と１人当たりＧＮＩの相関について分析し,ＥＵ加盟国の特徴について考察する。

＞
comparing and separating a phenomenon

RESULT　Ｅ　→　エ　（３例） 

解答番号23 
主に問いたい資質・能力 
Ｅ 地理的事象について空間的相互依存作用など地域間の様々な関係
をとらえ考察することができる」 

中村・蒼下の分類 
「 	

comparing and separating a phenomenon



３．問題分析の結果
✦アやイを試す出題は、「知識・理解」系に近い能力を試すもので，
20問中15問（75％） 
✦ウとエを試す出題は，「思考力（考察）」を試すもので，20問中
５問（25％） 
✦今後重視されるウからカに関する出題は，全30問中９問（30％） 
✦思考力，判断力，表現力等に関する出題は、実質的にどのような
要素を試すものであるか 
✦今後重視されるウからカに関する出題は，今後どの程度のウェイ
トを持つか

受験者は何が試されたのか？ 
　
学習者が「何をしたか」→ 
←「何ができるようになるか」（育成を目指す資質・能力） 

学習指導要領解説 
アの事項の＜a＞を基に，イの事項の＜c＞に着目して，＜d＞主題を設定し，
それに応じた「小項目全体に関わる問い」を学習上の課題として生徒に提示する。
この「問い」を踏まえて，＜e＞を考察し表現して，アの＜b＞の理解に至るという構造



〈　ａ　〉
〈　ｂ　〉

〈　c　〉

〈　d　〉 〈　ｅ　〉

（１）「考察することができる」を語尾とする設問（思考力） 
ア 事象について原因と影響の関連性を特定できる（identifying cause and effect）8問 
イ 事象についての重要な特質を定義付けることができる（defining）7問 
ウ 事象について多面的・多角的に分析し，分解して理解できる（analyzing and 
separating a phenomenon）1問 
エ 事象について多面的・多角的に比較し，分解して理解できる（comparing and 
separating a phenomenon）4問
（２）「構想することができる」を語尾とする設問（判断力） 
オ 解決策を合理的に構想（選択・判断）することができる（finding how to solve the 
problem）１問
（３）「まとめることができる」を語尾とする設問（表現力） 
オ 解決策を合理的に構想（選択・判断）することができる（finding how to solve the problem）2問 
カ 適切な情報を特定し，選択することができる（specifying suitable information and selecting）1問



（１）「考察することができる」 
Ｃ 地理的事象について人間や社
会と自然環境との相互依存関係な
どの関わりをとらえ 
Ａ 事象について位置や分布など
からとらえ 
Ｂ 事象が生起している場所の特
徴をとらえ 
Ｄ 地域的特色について多面的・
多角的に 
Ｅ 地理的事象について空間的相
互依存作用など地域間の様々な関
係をとらえ
（２）「構想することができる」 
Ｆ 地理的な課題について多面
的・多角的に考察し、解決策を合
理的に
（３）「まとめることができる」 
Ｇ 地理的事象を多面的・多角的
に考察した過程や結果を、理由や
根拠に基づいて

（１）「考察することができる」 
ア 事象について原因と影響の関連性を特
定できる（identifying cause and 
effect） 
イ 事象についての重要な特質を定義付け
ることができる（defining） 
ウ 事象について多面的・多角的に分析
し，分解して理解できる（analyzing 
and separating a phenomenon） 
エ 事象について多面的・多角的に比較
し，分解して理解できる（comparing 
and separating a phenomenon）
（２）「構想することができる」 
オ 解決策を合理的に構想（選択・判断）
することができる（finding how to 
solve the problem）
（３）「まとめることができる」 
オ 解決策を合理的に構想（選択・判断）
することができる（finding how to 
solve the problem） 
カ 適切な情報を特定し，選択することが
できる（specifying suitable 
information and selecting）

B

A

C

D

E

F

G

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

(6)
(2)

(2)
(5)

(1)

(1)
(3)

(1)

(2)
(1)

４．おわりに
✦思考力、判断力、表現力等を身に付けさせることは、授業過程において今後
ますます重要になってくる 
✦特に考査、入試などの評価問題は、授業者及び学習者にとって学びの方向付
けとなる点で大きな役割を持つ 
✦高等学校学習指導要領実施までに、残された時間は多くない。各学校や各教
育委員会において、考査等の評価問題の協同的な開発の場はより一層重要とな
る 
✦今後重視されるウからカに関する出題が，今後どの程度のウェイトを持つか
注視したい 
✦研究の課題として．アからカの思考力，判断力，表現力と知識・理解は，構
造的な学習過程を構成している．どこにウェイトがあるかについて注視したい



今後の注目点 
　

アの事項の＜a＞（知識）を基に，
イの事項の＜c＞に着目して，
＜d＞主題を設定し，
それに応じた「小項目全体に関わる問い」を学習上の課題として
生徒に提示する。
この「問い」を踏まえて，＜e＞を考察し表現して，
アの＜b＞の理解に至るという構造


